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研究成果の概要（和文）：本研究は、ヒトの食物や食品の摂取欲求が脳に及ぼす影響を非侵襲的

計測法を用いた客観計測と、心理実験による主観評価（官能検査）法とを組み合わせた実験と

解析によって明らかにすることが目標である。本研究では、機能的磁気共鳴イメージング

(fMRI)と VAS 法を用いた官能心理評価を実施することにより、食物摂取時の４条件（空腹/満
腹、食物有/無）によるデータ解析、および食物摂取後の時間経過の解析の結果、脳内の食物摂
食中枢、島皮質、前頭眼窩野の部位の活性化が顕著であることが確認され、食物摂取における

これらの部位の情報処理の重要性が明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：We have examined influence that food intake gives to feeding desire 

afterward in human using functional magnetic resonance imaging (fMRI) and evaluation of 
visual analogue scale (VAS) having been often used in psychological experiments. The 
experiments were done for total four conditions (hunger-not hunger, and intake-not 
intake of foods at the soup drinking) as an every subject. From the results of fMRI and VAS 
evaluation in this experiment, brain activities related to the feeding desire afterwards intake of 
foods in human were found near in insula cortex and OFC.  
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１．研究開始当初の背景 
(1)当時の動物生理学研究では、動物の摂食行
動に関する脳の中枢として、満腹中枢と空腹
中枢の存在は明らかにされたが、食物の胃腸
での吸収が脳にどのような影響を及ぼすか

は未解明の状態であった。 
 
(2)一方、ヒトの脳研究においては、種々の
非侵襲計測法の先駆的研究によって、従来、
未解明であったヒトにおける脳機能が次々
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と明らかにされる状況となってきており、
ヒトの食物摂取に脳が如何に関わっている
かを求める機運が高まっている状況であっ
た。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究の目的は、ヒトの食物や食品の摂取
欲求が脳に及ぼす影響、食に関する脳内情報
処理の仕組みの解明を、非侵襲的計測法を用
いた客観計測と心理実験による主観評価（官
能検査）法とを組み合わせた実験と解析によ
って明らかにすることである。 
 
(2)また、この研究の成果を現実的な課題であ
る肥満解決、過食症・拒食症の治療・予防、
健康な食生活、食育のための QOL 向上等に
活かす応用を目指している。 
 
３．研究の方法 
本研究の実験手法では、機能的磁気共鳴イ
メージング(fMRI)法を用いた客観的脳計測
とともに、我々が独自に開発した心理学的な
VAS 法による官能検査評価法の併用によって、
あらかじめ食物摂取時に制御した 4条件（空
腹／満腹、食物有り／無し）に対する計測と
解析、並びに食物摂取後の時間経過に対する
応答の計測・解析から、脳の活動状態を明ら
かにする方法を用いた。 
下記の図 1に本実験のタイムチャートを示す。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
(1) 空腹／満腹感に対する VAS の応答結果 
 本実験では食物（食品）にアミノ酸の 1種
であるグルタミン酸ソーダ（MSG）を用い、
まず、満腹状態（full）と空腹状態（hungry）
における摂取飲用に対する VAS反応を調べた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上の結果より、VAS による食物摂取欲求
の心理応答変化では、空腹・満腹いずれの状
態においても、食物摂取後から「空腹感」は
時間の経過とともに減少するが、「MSG 有／無
し」の効果は顕著には認められなかった。 
 
(2) fMRIによる食物摂取に関する脳活動部位 
 次に、食物摂取後における脳内の活性化部
位を事象関連 fMRI 計測法を用いて解明する
実験を行った。 
この結果、以下の図４，図５に示すように、
味覚中枢である島皮質(insula cortex)、及
び前頭眼窩野(orbito-frontal cortex: OFC)
部が活性化されることが明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上により、本研究で用いた事象関連 MRI
法と、食物摂取後の VAS の時間的経緯変化な
どの解析から、ヒトの食物摂取欲求に対して、
脳内の摂食中枢部位、島皮質、前頭眼窩野が
顕著に活性化されることが明らかとなった。 
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図1 fMRIとVASによる実験方法

図 2 満腹状態時の VAS応答変化 

図 3 空腹状態時の VAS応答変化 

図４ fMRIによる活性化部位(insula)結果 

図 5 fMRIによる活性化部位(OFC)結果 
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